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一-ー←

企小県上回教育会館 (大手町)

園田園田
回国回目

• 

1..川城跡公陪|人り 1Iカ・ら、 :のJL

j泊りを北にしばらく行くと、大きな

ヒマラヤ杉が。その奥にひっそりと

佳っている洋風の建物が、小川 trll

教育会館 (j並称上小教育会館)です。

(再生紙を使用しています〉

「明治17年に教育会が組織されま 館が光成しました。 2階には、教育

した。当初ギ務局は、 I:LI:I本校(現 金代議lJ.会などが開催できる大きな

清明小学校)の・室に11[1借りを?し、 講堂も、吋時としてはモダンな建物

教育研究の集いや話会議は、市内の だった t思いますJ 1:.下川さん。特

学校や役所を転々と 借JIIしている状 徴あるJI要板の模様や格天井(多数の

態でした。以来、円 IIIiの教育会館を 正方形に|出向した天井)が、今も残

持つことが、会はの強い願望だった

ので、すJ 1:.、ここで幹・Jcをしている

下川芳忠さんは却ってくれました。

そこで、会員が給料から長年にわ

っています。

昭和57!1::'には、日本建築学会から

昭和初j抑jの代表的な建築様式を耐え

たt'tffiな雄物として、全国約2000似
たって出し合い、「小県教育会基金」 の中の・つにも選ばれました。

として建設資金をためたそうです。 現在も、隣接の寮舎 ・新館と合わ

「昭和12年に桑凶fごったこの土地 せ、先生やPTAの教育研究に、前

を購入し、翌年 5川に前願の教育会 発仁利j甘されているようです。



日は防災の日月9 
.1ヒ小学校周辺で地震防災訓練 • 

ー
I
7

九
月
一
日
は
「
防
災
の

，FK
日
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

a，

ど
う
し
て
こ
の
日
に
決
め

ら
れ
た
の
で
す
か
。

f
日
本
は
地
ぷ
も
台
風
も

4
・
咽

多
い
川
で
す
が
、

H
K
い
雌

d
F

史
の
小
、
て
も
H
M
も
布
ヤ
わ
な

災
古
口
は
、
-
九
二一一
年
(
大
正
十
二

年
)
九
月

一
H
に
起
き
た
「
関
東
大

従
災
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
点
地
ト
刀
市
部
を
小
心
に
発
生
し

た
こ
の
大
地
ぷ
(
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七

・
九
)
は
、
倒
壊
し
た
家
か
ら
火

事
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
記

鉱
に
は
、
.
先
行
九
万
九
千
J
↑

.h:
F卜

.
人
、
行

H
不
明
打
開

H
J
a千
刊
行

七
ト
六
人
、
壊
れ
た
家
崩
.. 卜
五
万

四
千
四
百
九
十
九
戸
、
焼
け
た
家
屋

四
十
四
万
七
千
百
二
卜
八
一戸
'
と
あ
り

宇
品
持
。
，
。

こ
の
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
災
力
守

忘
れ
ず
、
防
災
の
た
め
の
教
訓
と
し

て
生
か
す
た
め
仁
、
九
月

一
円
守
寸
防

災
の
日
」
仁
、
八
月
三
十
日
か
ら
九

月
五
日
ま
で
を
「
防
災
週
間
」

t
し

て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

h
F
?
・

上
田
市
で
は
「
防
災
の

，F河.
日
」
に
、
ど
の
よ
う
な
訓

d
a司

練
を
行
う
の
で
す
か
。

7
・

上
間
市
で
は
、
九
川
.

4
 .

.

 H
W
に
北
小
川
下
院
を
、
.k
会

d
f

坊
と
し
て
「
し
仁
川
市
地
.
山

総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。

都
市
化
し
た
地
域
、
て
の
災
害
守
想

定
し
、
災
害
が
発
生
し
た

t
き
に
起

こ
る
パ
ニ
ッ
ク
な
ど
社
会
的
混
乱
の

防
止
を
附
り
、
冷
怖
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
す
る
・
』

t
h乞
枇
重
点

U
棋
に
、

救
助
訓
練

・
初
期
消
火
訓
練

・
復
旧

訓
練
な
ど
の
各
種
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
に
併
せ
て
、
自
治

会
な
ど
に
お
い
て
も
、
独
-H
に
防
災

訓
糾
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
が
、
何

t
い

っ
て
も
、
災
害
に
対
す
る
日
ご
ろ
か

ら
の
備
え
と
心
構
え
が
大
切
で
す
。

こ
の
防
災
訓
練
に
.
人
で
も
多
く

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

い
ざ

t
い
う

t
き
に
も
慌
て
ず
、
正

し
い
行
動
が
'
と
れ
る
よ
う
に
「
防
災
」

ぞ
身
近
な
も
の
に
し
て

い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
う
す
る
こ
と
が
地
峡
の
防
災

力
を
や
川
め
、
災
中
山
の
被
山
れ
け
を
故
小
限

に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

な
お
当
日
は
、
主
会
場
と
な
る
北

小
学
校
周
辺
は
、
緊
急
車
両
が
通
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(
3
ペ
ー
ジ
会
場
開
辺
時
間
)

火
災
が
発
生
し
て
も
冷
静
に
。
消
火
器
の
使
い
方
も
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

[2J 16 8. 広報うえだ6.



肥
料
袋
を
使
っ
た
応
急
担
架

(
昨
年
の
訓
練
)

市の動き

----7月~

C 
災
害
に
備
え
、
家
庭
で

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気

を
付
け
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
o

M
U

U
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

4
旬
『

な
い
災
宮
だ
か
ら
こ
そ
、

/

U
ご
ろ
か
ら
の
安
全
対
策

が
大
切
で
す
。

①
家
族
防
災
会
議
(
防
災
活
動
の
故

小
単
位
が
家
族
。
家
族
の
集
合
場
所

や
連
絡
先
、
み
ん
な
の
役
割
分
担
な

ど
を
日
ご
ろ
か
ら
話
し
合
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
)

②
初
期
消
火
の
準
備
(
消
火
得
、
消

火
用
バ
ケ
ツ
、
浴
糟
に
水
守
)

③
非
市
持
出
品
袋
の
問
怠
(
投
屯
品

類
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
懐

中
屯
灯
、
衣
知
、
水
筒
、
食
料
、
マ

ッ
チ

・
ラ
イ
タ
ー
、
ロ

1
ソ
ク
、
缶

切
り
、
栓
抜
き
、
は
し
な
ど
。

男
性
の
場
合
で
最
大
十
五
旬
、
女

十
時ー

一

一

弘弓

一

一
句
プ一

一
担
当
一

性
で
十
同
程
度
が
限
度
で
す
)

④
応
急
手
当
品
の
用
意
(
三
角
巾
、

消
毒
ガ

i
ゼ
、
包
帯
、
体
温
計
、
は

さ
み
、
外
傷
用
消
毒
薬
、
解
熱
剤
、

鎮
痛
剤
、
風
邪
薬
な
ど
)

⑤
避
難
場
所
の
確
認

⑥
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
や
家
の
中

の
掛
川
税
制
削

⑦
燃
え
や
す
い
位
険
物
な
ど
の
保
特

場
所
の
点
検
整
備

③
家
屋
や
塀
の
点
験

t
補
強

⑨
応
急
救
護
処
置
の
習
得

⑬
防
災
訓
練
へ

の
参
加

地
震
が
起
き
た
と
き
に
、

個
別
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

'
nご

ろ
ど
ん
な
に
冷
静

4
・
・

で
も
、
非
常
時
に
は
動
掠

〆

し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

い
ざ
と
い
う

t
き
、
落
ち
着
い
て

-ミ4

的
縦
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
「
地
長

か
ら
身
ぞ
守
る
刊
か
粂
」
を
再
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
グ
ラ
ッ

t
来
た
ら
火
の
始
末

②
窓
や
戸
を
開
げ
て
出
口
の
確
保
を

③
テ
ー
ブ
ル
の
下
な

E
に
身
を
伏
せ

e
h
v
 

④
慌
て
て
外
に
飛
び
川
さ
な
い

⑤
火
が
出
た
ら
初
期
消
火
を

⑤
み
ん
な
で
助
け
合
い
応
急
救
識
を

⑦
正
し
い
地
震
情
報
に
耳
を
貸
せ

③
避
難
は
早
め
に
、
徒
歩
で
、
持
ち

物
は
最
小
限
に

⑨
狭
い
路
地
や
塀
際
、
川
ペ
り
な
ど

に
近
づ
か
な
い

⑬
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注
ぷ

-
企
同
課
(
内
線

1
2
2
2
)
、
消
防

本

部

(
宮
@
0
1
1
9
)

市民と市長の日

1日 田宣教師館しゅんこう式(リ

サーチパーク内)/f情少年を非行

から守る強謁月間」街頭聖書発

3日 上越フェアー(海野町イベン

ト広窃)
5日施設を見る会 (-6臼)

6日 青年海外協力隊表敏訪問(飯
島幸江さん・茂木ゅう子さん)

7日 市民と市長の日(市畏室)

10日 よ田市消llJj図ポンプ操法・ラ

ッパ吹奏大会(上織クラウンド)

14日 上回駅大皇線開通式 17市助

役 ・総務部長会議(諏訪市)

15日 部惑差別をなくす市民大行働

(市民会館)

198 京市蔵ガイダンス(商工会議所)

22日 室賀地籍福祉施設完成祝翼式

23日紙歯祭 {市内目抜き通りlま
か、 -24日)

24日 消防録法上小地区大会・ラッ

パ吹奏大会(丸子町)

26日 第三次上田市総合計画第1回
策定委員会、創造館文化ホール)

/葉小学校体喬館しゅんこう式

27日 上田市上信越自動車道建設促

進儲援会総会

30日 第四回上回わっしょい

31日市民チャリティーゴルフ大会

(グランステージ・カントリーク

ラブ丸子コース、 -8月2日)

.あらかじめ訪問時間と、

懇談の大まかな内容を、9月

2日悩までに秘書課(内線

1112)へお知らせください。

じ〉とき

9月6日{刈午前9時一正午

1>ところ

市長室(市役所本庁舎3階)

bテーマ
教育・文化・スポーツ

16 8. 広報うえだ6.(3 J 



テープJレ情報

、:〆寸乙，ウーマじ

問
い
合
わ
せ

川
町
社
会
制
批
総
合
セ

ン
タ
ー
(8
0
2
6
2
@
5
2
0
7
)

理
解
深
め
ま
し
ょ
う

「
近
世
文
書
講
習
会
」

「
在
宅
介
護
フ
ェ
ア
」

お
出
か
け
く
だ
さ
い

••• 
マ
と
き

叩
H
m
日
働
i
同
初
日

仰

マ
と
こ
ろ

ジ
ャ
ス
コ
ト
し
川
町

(市
川
2
}

マ
内
容

縞
祉
機
協
や

介
護
川
川
な
ど
の
版
ぷ
、
ア
イ
デ
ィ

ア
介
讃
作
品
の
出
.
ボ

・
紹
介
、
ん
ゑ
嵯

で
の
介
護
の
実
演
お
よ
び
相
談
、
ビ

デ
オ
上
映
や
バ

、み
ル
展
示
な

E

マ

働く婦人の家(包⑫12988)

1>対象 市内に住むか、勤務する人

1>ところ 働〈財人の家 (材木町.1・文

化セ ンター南隣) 1>定員 「やさ しい

文殻放軍」 ・「パッチワーク数本」は20入、

「男性の料理教室J は23人、その他の講

j恢は30人 1>受講料 無料。材料'J!t・資

料代イ訟は「新付け教主J1，1301XJ、「やさ

しい文章教室J 1，500円、「パッチワーク

数本J4，260円、「男性の料開.教宅J2，600
問、その他は100円

@ーマルチメディア情報センター

の活用を考える

8月27日(土)午後2時~き1>と

商工会議所5階ホール

l-_Illiljは、 21世紀の新しい産業としてマルチメディ

アを中心 とした新映像情報産業者IS，Ijを11指しています。

このたび、そ の一環 とし てぷili:する 「マルチメディ

ア情報センターJ の有意義な活JIJを与えるため、 「マル

チメテ。ィア市民シンポジウムJ を聞きます。

1>基閥公演 信州大学工学部教授 ・q-q寸八束さん

1>パネルディスカッション バえ、リス トはrli内の情報

関係場。コ ーテ。ィネーターは111村八束さん

[>市民討論 参加者tノけ、リストによる討論

1>ところ

調題 名 自陣 舗 期 間

9月8自-le月15自
福島佳子さん 18:30-eO:30 .付敏霊

市陶人し治のEみEへ'il:al童働〈

9月98-2月24臼
金子奉子さん 18:割]-00:置1やさしい叉・教室 申し込みf;j;直陸自陣〈

婦人のI!へ
9月8自ー3月238パッチワーク

竹内あい子さん 13:30-15:耳}
申レ迅み'il:直鐙・〈

'賀 室
婦人のI!へ
11月24目-12月22自

山上恵美さん 18・30-20:30男性の料理毅室
申し込みはg月178
t土jまでに

10月8日・'58
制後60隼

小宮山置平さん 13:30-15:00 
申し込みは10月4日その知と震の遺志
3崎までに

9月178:tJそれぞれの
新ヨE宇』過さん 13:30-15:00 

申し込みtt9~12日女憧たち
月までに

11月78.148・211ヨ
益子厩之さん 18・30-00:ω慣遣の民信 申し込みは11月1日

%までに

7$1:1月23日・3日目住みよいくらし
金持思ーさん 18:30-20:00 

申し込みは1月17自{ごみの心}
〉時までに

圃働〈婦人の家「秋の講座」

・錆付教室・やさしい文怠教室 ・パッチワーク
教室{ま初心者が対象で、 8月27日出午後 1持~

3時30分までに材料 ・資料代金を添えて鋤〈錫
人の.までおこし〈ださい。

[4 J 

••• 
地卜
H
山
研
究
な
ど
の
資
料
と
な
る

近
伏
文
品川
の
解
説
技
術
を
判
り
し
、

近
伏
文
A
へ
の
知
識

t
即
日
併
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
じ
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

9
月
3
H
ω
、

4
日
制

マ
と
こ
ろ

県
立
長
野
閃
書
館
(
長

野
市
)

マ

内
容

伝
州
短
期
大
乍

名
作
教
綬

・
小
林
計

，
郎
さ
ん
を
統

帥
に
、
近
伏
文
un
け
を
解
説

マ
定
員

1
0

0
人

マ

参
加
費

1
5
0

0
川

{
資
料
代
)
マ
申
し
込
み

8
月
幻
日
附
ま
で
仁
県
立
長
野
岡
山
引
い

館

(8
0
2
6
2
⑧
4
5
0
0
)

へ
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社
会
参
加
ス
タ
ー
ト
講
座

5
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
ー
泊
2
自
の
研
修
旅
行
も
含
ま
れ
て
い

ま
す

ど
う
ぞ
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
.

マ
日

程

下
表
の
と
お
り

マ
受
務
料

無
料

マ
定
員

先
着
却
人

マ
申
し
込
み
9
月
6
臼

ωま
で
に
厚
生
課

(市

役
所
本
庁
舎
|
階

・
内
線
1
6
0
8
)

へ

時代劇“水戸黄門"
CT8S系31局ネット〉

9月12日目)午後8時~腕 5紛

上回が舞台となります/
どうぞご覧ください

.一

ま
ち
づ
く
り
月
間
の

写
真
お
よ
び
標
語
を

••• 
8
川
は
「
ま
ち
づ
く
り
川
間
」
。
こ

の
.
環
'と
し
て
、次
の
と
お
り
写
兵
・

標
語
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

-
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
人
々
の

活
動
、
ま
ち
づ
く
り
に
よ

っ
て
生
ま

れ
変
わ

っ
た
ま
ち
の
長
官
、
ま
%
を

舞
台
と
し
た
人
々
の
引
間

・
活
動
を

テ
ー
マ
と
し
た
写
真
ぞ
持
集
し
ま
す
。

マ
応
募
方
法

応
募
要
領
(
都
市

計
同
課
に
あ
り
。
送
り
先
も
記
載
)

を
参
与
に
、
干
成
7
年
1
月
別

nω

ま
で
に
ど
う
ぞ
。

-
ま
ち
づ
く
り
標
語
懸
賞

マ
主
題

魅
h
H
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
愛
者
と
誇
り
の
持
て
る
代

が
ま
ち
ぞ
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
介

一
行
葉

マ
応
募
方
法

応
募
要
領
(郎

市
叶
同
課
に
あ
り
。送
り
先
も
記
峨
)

守
参
考
に
、

M
H
n
H
m
ま
で
に
ど

-つアて
。

-
問
い
合
わ
せ

総

1
5
2
5
)

郎
市
川
州
却

(内

5 d 3 2 固

主自員日
と

時4分3 日
跨

き

市 事費国 市 市

宵立 と
役 役 役 『

会婦 ‘ー
商 館人 所 所

ろ

ゅ22a2S • 
村 N

小事ぎん事石武伺 講

二、a子ーp 師
ん ん ん ん

率せ一た織
宛i

へgの自 いて
一T

の戦銚 Z マ
つ

容内と
l' あなし、

-ネ士会参加スタート講座
「
消
費
生
活
大
学
」
で

専
門
的
な
知
識
を
/

••• 
出
で
は
、
地
域
、
て
別
的
丹
市
川
仰
を

実
践
で
き
る
人
を
養
成
す
る
た
め
に
、

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

マ
学
習
期
間
ロ
円
か
ら
千
成
7

年
3
け
ま
で

マ
内
容

山
枕
許
問

題
、
経
済
知
識
、
全
活
設
社
な
ど

マ
受
講
資
格

拘
歳
以
卜
の
引
火

マ
受
講
料

無
料

マ
募
集
期
間

9
川

l
H山
附

l
m
H
引
け
川

マ
問

い
合
わ
せ

句
前
環
境
北
(
内
線
1

3
9
0
)
 

総カあるまちづくり を

社
交
タ
ン
ス
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ク
ー
ル
2期
生

;!li ・
叫ij・
て:.:.!. 
は 11

本
今ポ
f下 i
か Jレ

1.) Iレ

全 !
11¥1ム
てがダ

H ン
父ス

ダ
ン
ス
の
ジ
ュ

ニ
ア
ス
ク
ー
ル
を
開

い
て
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、
今
年
の

後
期
第
2
制
作

h

を
必
集
し
ま
す
。

マ
と

8

9
川
H
H
MW
か
・
り
は
川

口
日
川
ま
で
の
川
の
A
K
U
M
(
午
前

川
時
か
ら
}

マ
と
こ
ろ

諏
訪
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
体
育
セ
ン
タ
ー

マ
対
象

小
学
術

(
保
護
折
の
参
加

ち
可
)

マ
受
講
料

無
料

マ
問

い
合
わ
せ

小
泉
英
知
H
F

Y

(

宮
⑧
9

9
5
0
・mw
2
5
1
3
)

市
営
住
宅
J
入
居
者

希
望
者
は
ど
う
ぞ
/

16 8 . 

••• 
市
常
住
宅
の
補
充
入
居
者
含
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
団
地
入
附
持
ち
の
中
込

折
の
な
い
同
地

マ
申
込
期
間

S

H
凶
日
ω
l
m
川
引
日
川

マ
問
い

合
わ
せ

作
町
諜
(
内
線
1
5
0
5
)

広報うえだ6.[51 



-情報テーブル・

8月は「道路を守る月間J です。道路は、私た考坊主君号

豊かにするために欠くことのできない施設ですが、あまりに

身近な存在であるために、その重要性が見過ごされがちです。

市でも道路整備に努めますが、市民の皆さんも「道路へ広

告看板、商品、自転車などを置かないJr道路に空き缶などの

ごみを捨てなしりなど、道路を常に広〈、美し く、 安全に利

用するためにご協力をお願いします

.問い合わせ 管理課(内線1507)

「
応
急
手
当
」
の
講
習

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

• • マ応 ・
と急・
き手

当
9普
月及
7 員
.n資
附 格
l取
9得
11 講
目当 習

も一滴の

(
午
前
8
時
却
分
l
午
後
5
時
加
分
)

マ
と
こ
ろ

消
防
会
館
(
消
防
本

部
・
大
手
2
)

マ
費
用

テ
キ
ス

ト
代
2
7
0
0
円
(
実
質
)

身近な応急手当を覚えましょう

-
応
急
手
当
普
通
講
習

マ
と
き
・
と
こ
ろ
9
月
3
日
出

午
後
2
時
1
5
時

・
消
防
会
蛇
(
消

防
本
部

・
大
手
2
}
、
9
川
7
H
附
午

後

6
時
1
9
時

・
上
川
南
部
消
防
官

(
大
字
小
品
)
マ
費
用

無

料

-
申
し
込
み

い
ず
れ
の
講
習
も

8

月
幻
日
開
ま
で
に
、
上
田
中
央
消
防

署

(
宮

@
0
1
1
9
)
、
東
北
分
署

(
宮

@

0
1
1
9
)
、
上
回
南
部
消
防

署

(
宮

@
0
1
1
9
)
、
川
西
分
署

(
宮

@

0
1
1
9
)
の
う
ち
、
最
寄

り
の
消
防
署
へ
ど
う
ぞ
。
(
申
込
品
川
け
は

各
消
防
署
仁
あ
り
ま
す
)

鈴
川
ぷ
ぞ
あ
り
が

t-フ
こ
ざ
い
ま
す

マ
信
州
錦
織
蜘
機
川
万
円
相
保
忠

税
総

A
枇
M

術
的
伝
法
令

t
し
て

マ
森
信
唱
姶
岨
帽
(
h
M
n
-

泣
川
バ
附
除

検

l
h
・
物
取
棚
2
ム
H

附

m
N
U出
貯
へ

マ
朝
比
奈
政
次
機
(
収
点
郎
}

5

万
円

h
H川
鮎
附
悼
む

M
祉
に

マ
太
田
安
一
機
(
山
戸
川
下
)
川
万
円

高
齢
者
福
祉
に

マ
石
森
の
ぷ
機
(
.
殿
町
)

2

万
円

F
川
臥
仰
郁
臼
町
附
枇

に

マ
妙
光
寺
寒
修
織
の
会
機

3
H
円

社
会
一

M
M総
分
・
州
制
J
・4
h
t
し
て

マ岨相官
泉
信
事
同
果
流
通
機

m.hH内

科
会
制
松
広
金
制
伝
令
と
し
て

マ
東
海
田
小
学
校
P
T
A
機

楽
怒

6
台
、
同
唯
一
防
機
総
1
台
東
山
咽

m小

学
校
へ

マ
緑
花
情
操
協
会
機

終

(
3
種
)

2
2
5
除
、
ユ
ス
ラ
ウ
メ
部
株
、
フ

ヨ

ウ

叩

株

市

内
小
中
学
校
へ

マ
匿
名

5
万
円
社
会
福
祉
基
金

積
也
令

t
し
て

マ
東
小
学
校

6
年
3
級
機

1

3

7

2
円

社

会

制
祉
法
金
紛
立
金

t
L

r
l
 

マ
石
井
偽
馬
機

(
半
過
)

6

万
3

8
9
7
阿
交
通
安
全
対
策
資
金
-pw

t
」
ず
』

マ
坂
口
清
貧
織
(
崎
玉
県
川
口
市
)

ヨ
シ
ノ
ザ
ク
ラ

3
0
0本
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
2
本
似
づ
っ
み
(
ド
防
也
氏

千
仙
川
同
堤
防
)
に
縦
断

マ
高
齢
酎
者
学
園
九
期
卒
幽
需
生
一
問
機
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死者3(ー) 負傷者485(-58) 
<7月末甥在， ( )1孟昨年比〉

上田市の交通事故発生状況 件数394件(ー32)



• 
納期限は8月31日制

・市 県民税 2期

・国民健康保険税 2期

時
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ど会場な日名五炎キヨ

二..... 

Z火律相

( )二約il削
i去

便利で確実な口座振替のご利用を
快活環境泌

(南印附)
内線138!l

児
童
扶
養
手
当
な
ど

請
求
お
よ
び
現
況
届

---
E
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象
国
蔵
未
満
(
心
身
に
障
害

が
あ
る
場
A
n
は
初
議
未
満
)
の
児
選

が
雌
僻
な

E.で
ハ
ス
と
宅
計
ル
志
向
じ
く

し
て
い
な
い
場
介
、
ま
た
は
父
が
直

度
の
仰
害
者
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の

児
童
を
監
設
す
る
母
(
養
育
し
て
い

る
人
)
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
あ
り

マ
手
当
の
支
給
支
給
月
額

l
児
童

1
人
の
場
A
H
3
9
3
8
0
円
、
児
童

2
人
の
場
A円
4
4
3
8
0
円
、
児
童

3
人
以
降
]
人
に
つ
き
2
0
0
0
川

tE業委 L1会
{木fr合 2附)

阿武デ バート

社会悩祉協議会

(宮⑤ 2025)

人福・悩みごと相談

法

談

相談

農地問題相談

相

相

!心配ごと

政

律

行

加
算
。

ロ
月
)

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害

が
あ
る
初
歳
未
満
の
児
童
舎
監
護
養

育
す
る
父
・
母
か
養
育
し
て
い
る
人
。

た
だ
し
所
得
制
限
あ
り

マ
手
当
の
支
給
支
給
月
額
l
附
行

川
ん

1
人
に
つ
き
1
級
4
7
8
0
0
円、

2
級

3
1
8
6
0
円
・
支
給
月

1
年

3
凶

(」・

8
・
H
円
)

-
現
況
の
届
け
出

受
給
者
は
、
児
童
扶
養
手
当
お
よ

び
特
例
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
凶
を

住
所
地
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
手
ψ
ー
を
受
け
て

支
給
月
l
年
3
凶

(
4
・8
・

(:IJ I r.ti _[会，;~所

(宮② -[500)

生 i市 ~P~L九l
{南庁舎 3附)

児童保有，，'ll
{ft~200(J) 

児主保有法
(1"1娘16:~6)

東部 i呆 ff1事|

保育センター

(宮@:~O\) (ì) 

-
1
 

1
 

1
 

{立

t
 

-"! 

談

市民相談

交通事故相談

保険年金相談

相

相

相

律相
(子約;jjl()

て

子

重

育

児

母

法

い
る
人
は
、
今
年
度
の
「
引
況
凶
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
拠
出
が
な

い
場
合
は
、

8
月
分
以
降
の
手
当
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
提
出
期
限

8
月
別
日
附

マ
提
出
先
児
道
保
育
課

(内
線
1

6
3
6
)
 

「
宅
地
住
宅
」
に
か
か

わ
る
無
料
法
律
相
談

••• 
相
談
は
無
料
、
て
、
申
し
込
み
は
・
屯

拍
で
子
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
在
去
の
と
お
り
(
時
間

は
午
後
l
時
1
3時
)

マ

相
談
場

所
以
庁
7
階
山
崎
築
作
四
課
宅
地
住

宅
相
談
所

(8
0
2
6
2
@
7
3
4

1
)

マ
問
い
合
わ
せ

k
小
地
方

事
務
所
建
築
課
{
宮
@
7
1
」
3
)

-法律相談日

月11 月10 月9 と

⑮ 1B 8 由2自1 禽1日6 
専、ー

中村 酒井 調高書

次隆ー、や. 
宏望さ書 迎明さ

ん ん ん 現況届の提出はお早めに

コ
ブ
シ

1
株

タ

l
へ

マ
西
小
学
校
平
成
五
年
度
卒
業
生
一

同
様

天
幕
1
張
り
、

音
楽
用
式
台

1
基

西

小

学

校

へ

マ
掛
富
士
銀
行
機
・
安
田
火
災
海
上

保
険
蜘
機
・
安
田
生
命
保
険
柑
織
・

安
田
信
託
銀
行
制
機
・
芙
蓉
交
通
安

全

協

力

会

機

新

人

宇
児
武
川
の
伏

色
い
ワ
ッ
ペ
ン
{
保
険
付
き

}
1
5

0
0
枚

市
内
げ
小
学
校
へ

マ
山
和
防
災
設
備
棚
機

i
o
o万

円

消

防

資

材

・
機
材
の
鱗
入
仁

マ
小
泉
憲

一
銭

(上
小

烏
)

1
万

円

社

会

福

祉

法

令

般
立
金

t
Lて

マ
上
田
市
ボ

l
ルル
l
ム
ス
ポ
ー
ツ

ダ
ン
ス
協
会
織

4
.力
1
0
0
0
円

社
会

MMm総
合
似
し仏
全

t
し
て

マ
小
岩
井
清
子
織

(k
出

川
}
掛
け

輸

t
ド
以
ぃ
品
約
打
・
M
M
m
七、
J

タ

l
ヘ

マ
物
長
野
計
録
製
作
所
機

限
必
発

生
装
置
、

Mm環
治
市
地
問
符
1
汁

信

教

急

m資
材
及
び
股
此
の
福
利
即
生
に

マ
ス
ナ
ッ
ク
た
ま
様

l
H
9
9

6

0
円
役
会
制
祉
基
金
的
立
金
と
し

てマ
金
子
八
邸
機
(
材
木
町
}
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
川
内
問
般
小
川
下
校
へ

マ
注
入
法
道
岨
偲
(
川
分
}
ド
八
泌
向
刊

帥肘
山内
日
を
・
仏
教
大
附
川
山
内
川
谷

'い

設
国
分
寺
資
料
館
へ

マ
株
和
国
源
織

L
L
川
市
消
防
庁
来

隊
制
服

8
者
、
ロ
ッ
カ
ー

8
ム

円

上

m市
消
防
音
決
隊
へ

マ

上

回

さ

っ

き

会

織

l

万
9
6
0

同
れ
会
制
祉
法
令
隙
在
全
と
し
て

マ
オ
レ
ン
ジ
ハ

l
ト
祝
町
底
機

3

h
5
6
5
2
川

HH
A
2
M
M
H
叫
令

似

合
.
令
と
し
て

出
航
剛

E
M川
祉
セ
ン
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-成沢秀実ちゃん
(5歳・中之条)

和也くん
(2餓)

勇次くん
(6か月)

rおもちゃの取り合いはし
ますが、 3人仲良しです。
お姉ちゃんがE人の弟のめ
んどうをよく見てくれます』
と母のしのぶさん。

保健 診 tt
保健予防課(内線 1374)

-きのこに関する写真を募集

9月17円ωから|日]l9n伺)まで、 1:: III阿武(天キ11'1 ) 

で fきの こ写真版J ~開きます。 これは、きの こ中必

r肪月間の-'環 tして「きのこ展示会Jrきのこ相談室」

t 併せて行うものです。この写点~}lJáの H'I展作品を#集

します.

[>題材 きのこに|期連のあるj瓜tit.rE態写真 [>サ

イズ カラープリント問ツ切り(傾またはフレーム人

り) [>応募先 9 J-I 1白(栂までに 1'，削保健所(n@

1 260)、 ルl、食品衛生協会(fi'@5657)、市保健予

防課(I;I'J線 13 7 3)へどうぞ。bその他 ①応募数に

jlllJ限はありません。②未発表の作品に|浪ります。③作

品の裏面に題名・住所 ・氏名 ・近話-m:号を記入してく

t~'~ l、。

.9月の乳幼児健康診査

[>受付時間 いずれも午後 1I昨-2時 b持ち物

母子健康手11袋、パスタオル (ι1・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳 6かlJ児)0 1歳 6か刈児は、赤ちゃん手艇の中

にある健康必古巣に記入してお待ちください。 3歳児

の健康診1主張i主、糠式が変わりました。また、視聴党

検査のアンケー卜も加わりましたので用紙ぞお送りし

ます。ご記入のうえ健康診伐にお1'1'1かけください。

-保健センター (市役所南庁舎2階)

健診 実施日 生年月日

r9月 6日
4 か n 6. ~. 16-.L 30 

6. 5. 1-5. 15 

5. 10. 16-]O. 31 

5. 11. 1-11. 15 

52. 16-2. 28 

!). 3. 1-3. 15 

9月12日 |3. 8. 1-8. 15 I 
9日26H I 3. 8. 16 - 8. 31 

・塩田母子健康センター(塩田地区)

10 か}J 

l員長 6か月

3 歳

4 か JJ I ，_ _， _ I6. ，1. 16-5. 15 
1 9月20日 110 か1-1 1 ~ .. - ~ .-. 1 5. 10. 16-11. 15 

1歳 6か月 9月13R 5. 1. 16-3. 15 

・川西社会福祉センター(川西地区)

4 か JJ 
10 か JJ
1議 6かJJ
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在宅寝たきり老人

・結核レントゲン横診

結核レントゲン検診を受ける機会の少ない、在宅・の

泌たきりのかたの検診を?次により行います。希望する

かたは申し込んでください。総資世間は無料です。

[>撮影期間 10・11月の 2か)J IIIJ [>検査内容 エ

ックス線u工按船彬と略たん検ずt [>対象 65歳以上の

在宅寝たきりお人 [>検査方法 希望者宅ぞ訪問し、

卜JI:I保健所-の，珍縦欣射線技師がポータブノレ締彬機にて

験査 [>申し込み 9 .FJ 30 n樹までに保健予防課(内

線1377)へ屯話で申し込んでく Tごさい。

圏園園園園。 :f鹿
園田園-， .1，-'山庁間7~-

b対象 市内に在住または勤務する29織までの勤労青少年
1>受講料 1230円ほか 1>申し込み 巴月25日同カ、ら同31

日附までに青少年ホーム(消防本部前・霊堂島7117)ヘ受

講料を添えてどうぞ。受付時間は午後O時30分から9鰐まで。
日曜・祝日lま休館 bその他 活動時聞は「英会話」午後ア

跨~日時、rエアロピクス」午後ア時-8時30分、rダンス教室」

午後ア時-9時、その他は午後6跨30分~巴跨30分

-勤労青少年ホーム 9月開講謙虚の日程と内容

E車座 名 間E目 期 間 回敏 定員 材料貨など

料理 教室 月 9/19-12 12 12回 18人 物事司.4.500円程度(12固)

初級英会密教室 火 9120-1216 12伺 20人テキスト代(2.500円}

ー
手緩み教室 火 9々0-1216 I~回 18人 栂置す ・毛糸ε色

漕付け教室 氷 9121-12/14 12回 18人 主幹巾傷ぴ・漬物

料獲敏室 コド 9/22-12115 12図 18人 材料提4.500円穣度oe閏)

祉交ダンス教室 木 9/22-12/15 12回
男女

ダンスシューズ
寄7

エア ロピクス 金 9/16-1219 12図 20人 運動できる般蓑

広襲うえだ6.B. 16 [8) 
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